
 情報レポート 平成 30年 7月分  

（平成 30年 8月 10日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 7 月 19 日に公表した月例経済報告で、「景気は、緩やかに回復している。

先行きについては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、

緩やかな回復が続くことが期待される。ただし、通商問題の動向が世界経済に与える

影響や、海外経済の不確実性、金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。ま

た、平成 30年 7月豪雨の経済に与える影響に十分留意する必要がある。」としている。 

一方、県内中小企業では、前月比で DI値・景況で横ばいであったが、前年同月比で

はやや悪化した。原材料・原油価格の高騰、人手不足に加え、平成 30年 7月豪雨の影

響を懸念する声も多く聴かれるなど、県内中小企業の経営環境は依然として厳しい状

況が続いている。 

 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 繊維・同製品 

生産数量は、依然として対前年同月比で減少となっている。これ以上に減少傾向が

続くと企業経営が困難となり廃業者がでる。 

 

② 印刷 

 前月と比べ業況は悪化している。毎年 7・8月は閑散期ではあるが、その先の明るい

兆しは見えず、8月も引き続き厳しくなりそうです。要因としては、顧客のペーパーレ

ス化の浸透を考えます。 

 

③ 化学・ゴム製造業 

 7月頃から秋・冬物の生産を始めているが今年は特に問屋、小売店からの発注時期が

遅かったため生産開始の時期が遅くなったが、納期は決まっており、メーカーにとっ

ては材料の発注や生産工程に支障をきたしている。 

 

④ 窯業・土石製品 

大阪北部地震、集中豪雨、台風上陸、加えて猛暑の影響から集客、売上が対前年比

約 30％が減少した。 

 

⑤ 電気機器 

国内自動車販売は前年同期比、軽自動車は 2 ヶ月ぶりにプラス、普通車は 3 ヶ月ぶり

にプラスとなり合計では 3.3％増となった。米国の自動車各社のインゼンティブ支出の

減少が響き、総じて減少した。 

 

⑥ その他 

 前月と比較すれば売上高は多少好転したが前年度と比較すると、まだ大きく乖離し

ている。徐々に回復傾向になれば良いが予断を許さない状況です。連日の猛暑続きの



ため、釣り人も減少しており再度悪化することが予想されています。豪雨や台風がな

くなる 10月後半以降に期待するほかありません。 

 

＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

大雨洪水、酷暑、台風襲来等の要因で売上状況は芳しくない。前年度対比でも大幅

に減少していると思われる。 

 

⑧ 小売業 

今月は、月初めに豪雨災害あり、大きな被害は無かったものの客数がかなり減少し、

売上も伸びず。地震や災害後もどうしても倹約傾向気味で厳しい状況が続いている。 

 

⑨ 商店街 

7月は 6月と同じく売上高はあと一歩届かなかった様です。夏祭りイベントも前年同

様天気に恵まれ好評に終えることが出来ました。これからも猛暑の日々が続きますが

季節品を品切れさせる事なく、売上げを伸ばせる様に続けて行きたいと思います。 

 

⑩ サービス業 

今年は例年にない猛暑です。暑さの影響か来店者が多い月です。クールシャンプー

などサービスの工夫をしているお店が多いです。 

 

⑪ 建設業 

暑い時期となり水の使用量が増えたせいか、水まわりのトラブルが多く当組合が受

託している水道修繕受付センターへの問合せが 7月は約 1500件もあった。修繕登録業

者は暑い中、毎日修繕対応に追われ、とても多忙な月であった。 

 

⑫ その他 

先月に比べると、夏休みに依るイベント等の開催実施された事で動きが出たようで

す。 

 

 

 

 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：事業部 情報企画課   

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月 20日頃に公表しています。 

詳細は下記 URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

